
1.0 抵抗器のメンテナンス方法 

1.1 0.01Ωから 10kΩまで 

 

 

 

 

 

 

 

 

SI単位のトレーサビリティ維持の為、このレンジは少なくとも 1Ω、10kΩの抵抗

器を、年 1回を基本に、JCSS認証機関（日本）に校正依頼を行うことを勧めます。

弊社では、以下の機関に校正依頼しています： 

1Ω MIL モデル 9210A → ** 

1Ω MIL モデル 9210B → ** 

10kΩ L＆N 4214  → ** 

 

ISOTAG４ 不確かさバジェット表で全ての抵抗器で維持します。*** 

 

  

 



1.2 不確かさバジェット例 １Ω 

 

ISO ガイドを計測の不確かさ評価に適用する。 

 

ISO TAG４ 不確かさバジェット 

Thomas １Ω（NIST） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抵抗器の校正値は校正証明書の値を参照し、長期ドリフト値は** 

 

 

 

 

 

 

有効日： 2018年9月30日
対象： 低抵抗
値またはレンジ： 1Ω

不確かさの要因 タイプ 確率分布 不確かさ 標準不確かさ
(ppm) コード または許容値 ±＊＊＊

1 抵抗器の校正₋1Ω B n 0.012 0.006
2 抵抗器の長期ドリフト₋1Ω B u 0.050 0.029

合成標準不確かさ     Uc＝ 0 .029
拡張不確かさ        KUｃ＝ 0 .059

k=2
確率分布 コード
n:正規分布 =a/k
u:一様分布₋対象 =a/SQRT(3)
ç:三角分布₋対象 =a/SQRT(6)
d:その他

 



1.3 長期ドリフト値 １Ω例 

 

 

 

1.4 MILと NRC/MIL データ 1Ω例 

 

1011101 MIL1Ωの公称値 

抵抗器 S/N  1011*** 

公称値   １Ω 

注１：すべてのデータでグラフ化（Graph１） 

 

日付 経過（日） 経過(年）
公称値からの偏
差（ｐｐｍ）

09-Jan-02 0 0.0 41.17
02-Apr-02 83 0.2 41.09
06-Aug-02 209 0.6 41.29
28-Oct-02 292 0.8 41.48
05-Feb-03 392 1.1 41.41
14-May-03 490 1.3 41.42
07-Aug-03 575 1.6 41.43
07-Nov-03 667 1.8 41.43
04-Jan-04 725 2.0 41.43

365  

  

41.05
41.1

41.15
41.2

41.25
41.3

41.35
41.4

41.45
41.5

41.55

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

MIL 公称値差

MIL 公称値差



1.5 不確かさバジェット例 10ｋΩ 

 

ISO ガイドを計測の不確かさ評価に適用する。 

 

ISO TAG４ 不確かさバジェット 

Thomas １Ω（NIST） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抵抗器の校正値は校正証明書の値を参照し、長期ドリフト値は****  

 

 

 

 

 

 

有効日：
対象： 低抵抗
値またはレンジ： 10kΩ

不確かさの要因 タイプ確率分布 不確かさ 標準不確かさ
(ppm) コード または許容値 ±＊＊＊

1 抵抗器の一次校正₋1Ω B n 0.011 0.006
2 抵抗器の長期ドリフト₋1Ω B u 0.050 0.029

合成標準不確かさ     Uc＝ 0 .029
拡張不確かさ        KUｃ＝ 0 .059

k=2
確率分布 コード
n:正規分布 =a/k
u:一様分布₋対象 =a/SQRT(3)
ç:三角分布₋対象 =a/SQRT(6)
d:その他

2018年9月30日

 



1.6 抵抗値 ヒストリーグラフ 10kΩ 例 

 

 

1.7 ヒストリー ワークシート 10kΩ 例 
 

1＊＊＊ MIL10kΩの公称値 

抵抗器 S/N  1893*** 

公称値   10kΩ 

日付 

 

日付 経過（日） 経過(年） NRC 差 不確かさ MIL 差 不確かさ

13-Jul-99

13-Oct-00 # 1.3 5.68 0.02

12-Oct-01 # 2.3 5.86 0.06

09-Nov-01 # 2.3 5.62 0.02

29-Oct-02 # 3.3 5.91

14-Dec-02 # 3.4 5.89 0.008

17-Dec-03 # 4.4 5.917 0.017

28-Dec-03 # 4.5 5.91

12-Jan-04 # 4.5 5.865

16-Apr-04 # 4.8 5.934

12-Jul-04 # 5.0 5.815

01-Nov-04 # 5.3 5.952

19-Jan-05 # 5.5 5.922

14-Apr-05 # 5.8 5.959

10-May-05 # 5.8 5.882 0.011

27-Jul-05 # 6.0 5.962 0.15

365

公称値から差
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1.8 10kΩ ～ 1GΩ以上 

 

 

10kΩ～100MΩ 

10kΩの抵抗器は＊＊ 

100MΩの抵抗器は＊＊ 

10GΩから 100TΩ ＊＊＊ 

 

10kΩと 100MΩのワーキングスタンダードは 10kΩから 1GΩの範囲で、＊＊＊ 

 

 

 

  



1.9 不確かさバジェット 100MΩ 例 

 

ISO ガイドを計測の不確かさ評価に適用する。 

 

ISO TAG４ 不確かさバジェット 

MIL 100MΩ 9331 ＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効日： ####
対象： 高抵抗
値またはレンジ： 100MΩ

不確かさの要因 タイプ確率分布 不確かさ 標準不確かさ
(ppm) コード または許容値 ±＊＊＊

1 抵抗器の校正₋100MΩ B n 1.000 0.500
2 抵抗器の長期ドリフト₋100MΩ B u 2.500 1.443

合成標準不確かさ     Uc＝ 1 .528
拡張不確かさ        KUｃ＝ 3 .055

k=2
確率分布 コード
n:正規分布 =a/k
u:一様分布₋対象 =a/SQRT(3)
ç:三角分布₋対象 =a/SQRT(6)
d:その他

 



1.10 抵抗値 ヒストリーグラフ 100MΩ 例 

 
 

 

1.11 ヒストリーワークシート 100MΩ 例 
 

1＊＊ MIL100MΩの公称値 

抵抗器 S/N  1893*** 

公称値   100MΩ 

日付 

  
公称値 100MΩ 

日付 経過(年） NPL MIL 

02-Oct-12 7.0 
 

1.00000660E+08 

03-Feb-13 7.3 
 

1.00000680E+08 

03-Apr-27 7.5 1.00001490E+08 
 

03-Jun-16 7.7 
 

1.00001279E+08 

03-Dec-17 8.2 
 

1.00001327E+08 

04-Jan-29 8.3 
 

1.00001365E+08 

04-Apr-16 8.5 
 

1.00001142E+08 

04-Jun-11 8.7 
 

1.00001453E+08 

04-Aug-18 8.9 1.00001740E+08 
 

05-Apr-21 9.5 
 

1.00001560E+08 

05-Jul-27 9.8 
 

1.00001825E+08 

 

y = 233.72x + 1E+08

y = 190.5x + 1E+08
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9.99985000E+07
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